
し び 2雌牛3月1日(1)祭39号 亀∴と も

∴≡
・子育て支援と間接差別の架止( 1 P)

・子育て支援情報調査(その2) (2P)

・エッセイ「四姑娘のお花畑」根岸愛子氏(4P)

子
育
て
支
援
と
間
接
差
別
の
禁
止

J
A
U
W
会
長

今
井

け
い

東
京
支
部
は
二
〇
〇
三
年
度
の
全
国
セ

ミ
ナ
ー
で
「
I
C
T
と
子
育
て
支
援
情
報
」

と
題
す
る
興
味
深
い
調
査
を
発
表
さ
れ

た
。
調
査
対
象
の
数
(
2
3
区
と
周
辺
5
市
)

と
い
い
、
内
容
と
い
い
、
密
度
の
高
い
優

れ
た
調
査
で
、
二
〇
〇
五
年
度
に
さ
ら
に

継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し

い
。
自
治
体
間
に
存
在
す
る
情
報
提
供
の

数
と
質
の
格
差
。
同
一
自
治
体
内
で
の
タ

テ
割
り
行
政
に
よ
る
情
報
の
不
統
一
な
ど

鋭
い
指
摘
も
あ
り
、
こ
れ
ら
は
是
非
各
自

治
体
に
提
示
し
た
い
情
報
で
あ
る
。

調
査
で
は
部
分
的
だ
が
母
親
の
戦
場
環

境
に
つ
い
て
も
調
査
し
て
い
る
が
、
今
後

求
め
ら
れ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。
自
治
体
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
子
育
て
支
援

は
地
に
足
の
着
い
た
対
策
で
あ
る
が
、
同

時
に
国
レ
ベ
ル
で
の
政
策
が
不
可
欠
で
あ

る
。
少
子
化
の
危
機
が
叫
ば
れ
る
中
で
緊

急
に
必
要
な
こ
と
は
、
ま
ず
男
女
労
働
者

の
労
働
時
間
の
短
編
で
あ
り
、
そ
の
た
め

の
国
と
企
業
の
適
切
な
対
策
で
あ
る
。
子

育
て
に
は
豊
か
な
育
児
時
間
が
必
要
な
の

で
あ
る
。

第
二
は
「
パ
ー
ト
」
や
「
契
約
」
な
ど

不
安
定
な
雇
用
形
態
へ
の
対
応
で
あ
る
。

現
在
女
性
雇
用
者
の
約
半
分
が
「
パ
ー
ト
」

や
「
契
約
」
で
あ
る
。
目
下
均
等
法
制
定

2
0
年
を
椴
に
そ
の
改
定
が
は
か
ら
れ
「
間

接
差
別
禁
止
」
が
盛
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
し
か
し
そ
の
内
容
が
①
身
長
・
体
重

な
ど
身
体
上
の
差
②
昇
進
に
転
勤
を
条
件

と
し
な
い
、
な
ど
で
は
あ
ま
り
に
貧
弱
で

あ
る
。
今
問
題
視
さ
れ
て
い
る
「
間
接
差

別
」
と
は
女
性
が
パ
ー
ト
な
ど
非
正
規
職

に
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も

パ
ー
ト
な
ど
の
賃
金
は
著
し
く
低
い
。
常

勤
の
男
性
と
同
種
の
仕
事
で
あ
っ
て
も
女

性
が
パ
ー
ト
と
い
う
だ
け
で
給
与
・
昇
給

等
で
大
き
く
異
な
る
。
こ
の
よ
う
な
雇
用

形
態
に
よ
る
男
女
差
別
が
「
間
接
差
別
」

の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
禁
止
が
求
め
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
パ
ー
ト
の
労
働
時
間
が
短

か
け
れ
ば
単
位
労
働
時
間
の
賃
金
を
常
勤

と
同
等
に
す
れ
ば
よ
い
。
そ
れ
だ
け
で
も

パ
ー
ト
の
賃
金
が
今
よ
り
上
り
、
「
子
ど
も

を
生
み
育
て
た
い
」
と
い
う
女
性
の
二
-

ズ
に
応
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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演
奏
会
「
薩
摩
琵
琶
と
二
十
五

鮫
等
の
会
」

荒
井
靖
水
氏

荒
井
美
帆
氏

第
6
回
「
中
東
女
性
交
流
に
向

け
て
の
勉
強
会
」

(
共
催
)

「
イ
ス
ラ
ム
法
と
女
性
の
自
立
」

講
師

塩
尻
和
子
氏

見
学
会
「
日
本
銀
行
本
店
・
金

庫
の
見
学
-
Ⅱ
」

講
演
会
「
目
は
ロ
ほ
ど
に
も
の

を
言
う
」
講
師

山
森
直
子
氏

国
際
奨
学
生
報
告
会
(
共
催
)

自
然
科
学
講
演
会
(
共
催
)

「
創
薬
基
礎
科
学
に
む
け
た
有

機
化
学
-
く
す
り
は
ど
の
様
に

創
ら
れ
る
の
か
I
」

請
師

中
川
昌
子
氏

「
新
春
の
集
い
」

国
内
奨
学
金
贈
呈
式

「
日
本
・
中
東
女
性
交
流
」

東
京
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

国
際
奨
学
生
報
告
会
(
共
催
)

「
と
も
し
び
」
第
3
9
号
発
行

4
.
9
 
8
一

4
・
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5

5
・
1
7

J
A
U
W
第
4
9
回
通
常
総
会

於

秋
田

東
京
支
部
総
会

記
念
講
演
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
叩

き
の
背
後
に
は
-
子
育
て
支
援

策
の
視
点
か
ら
-
」

講
師

藤
原
房
子
氏

請
演
会

講
師

小
林
亜
起
子
氏

6
月

見
学
会

以
後
の
事
業
は
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す



第39号(2)びしもY
」

2飢旧年3月1日

(
東
京
支
部
調
査
研
究
報
告
)

情
報
は
十
分
届
い
て
い
る
の
か
-

子
育
て
支
援
情
報
調
査
(
そ
の
2
)

調
査
研
究
班

遠
藤

理
根

2
0
0
3
年
度
全
国
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い

て
、
東
京
支
部
は
東
京
2
3
区
と
5
市
(
清

瀬
、
小
平
、
立
川
、
府
中
、
三
鷹
)

の
子

育
て
-
主
に
保
育
の
支
援
情
報
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
開
示
実
態
と
自
治
体

間
格
差
、
情
報
利
用
の
実
態
等
に
つ
い
て

調
査
を
行
い
、
問
題
の
あ
ぶ
り
出
し
と
提

言
を
行
っ
た
。
そ
の
時
点
で
は
、
情
報
検

索
の
容
易
性
、
情
報
の
縦
割
り
構
造
、
緊

急
時
の
支
援
情
報
の
充
実
、
自
治
体
間
格

差
(
情
報
お
よ
び
支
援
策
)

な
ど
が
問
題

点
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

前
回
の
調
査
か
ら
2
年
が
経
過
し
、

国
・
地
方
自
治
体
と
し
て
も
子
育
て
支
援

策
や
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
き

て
い
る
。
そ
こ
で
、
問
題
点
の
改
善
状
況

や
さ
ら
な
る
問
題
提
起
、
提
言
を
行
う
た

め
に
、
追
跡
す
る
調
査
を
行
っ
た
。

こ
の
2
年
間
の
情
報
の
充
実
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
の
進
化
に
伴
い
長
足
の

進
歩
が
見
ら
れ
た
。
情
報
内
容
の
充
実
化

の
み
な
ら
ず
自
治
体
の
H
P
上
で
の
開
示

水
準
の
上
昇
も
著
し
く
、
H
P
自
体
も
見

や
す
く
検
索
し
易
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
前
回
で
は
、
子
育
て
中
の
母
親
自

身
の
支
援
対
策
の
不
備
が
目
立
っ
て
い
た

が
、
そ
の
充
実
化
に
は
目
を
見
張
る
も
の

が
あ
る
。
支
援
策
の
メ
ニ
ュ
ー
も
皇
宮
に

な
っ
て
お
り
、
情
報
量
も
増
加
し
て
き
て

い
る
。
し
か
し
、
情
報
量
が
多
く
な
れ
ば

そ
の
系
統
化
や
整
備
が
必
要
と
な
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
情
報
開
示
が
縦
割

り
で
あ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
十
分
で
な

い
の
で
検
索
に
手
間
取
る
、
利
用
す
る
支

援
(
荒
)
間
に
情
報
開
示
格
差
が
あ
り
利

用
者
の
利
便
を
図
っ
て
い
る
と
は
い
い
が

た
い
、
H
P
の
自
治
体
間
格
差
が
大
き
い

等
々
、
ま
だ
ま
だ
問
題
点
も
多
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
詳
し
く
は
後
日
発
行
さ
れ
る

報
告
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

I
調
査
研
究
に
参
加
し
て
-

◆
会
貝
係

関
連
の
H
P
は
か
な
り
充
実
し
た
印

象
。
P
C
に
向
か
っ
た
時
間
と
印
刷
し
た

資
料
の
多
き
に
反
し
て
満
足
の
い
く
報
告

が
出
来
ず
残
念
。
対
象
が
育
児
支
援
内
容

で
は
な
く
て
H
P
の
充
実
度
な
の
も
作
業

の
混
乱
の
も
と

(
?
)
色
々
と
大
変
で
し

た
。

◆
講
座
・
見
学
係

子
育
て
支
援
策
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

は
充
実
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す

が
、
必
要
な
と
き
に
す
ぐ
に
支
援
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
か
等
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
が

現
実
に
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
か
を

知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

◆
バ
ザ
ー
係

P
C
検
索
に
よ
る
情
報
調
査
で
し
た
が

核
家
族
化
の
定
着
、
専
業
主
婦
の
減
少
、

少
子
化
対
策
に
向
け
て
、
子
育
て
支
援
へ

の
窓
口
は
開
か
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。個

人
情
報
保
護
の
た
め
画
面
上
か
ら
詳

細
が
得
ら
れ
な
い
の
は
残
念
で
し
た
。

◆
と
も
し
び
係

各
自
治
体
が
様
々
な
支
援
策
を
設
け
て

お
り
パ
ソ
コ
ン
を
通
し
情
報
を
得
て
、
そ

の
上
で
直
接
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
る
こ
と
で

強
力
な
サ
ポ
ー
ト
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
よ

く
わ
か
り
ま
し
た
。

「
日
本
・
中
東
女
性
交
流
」参

加
報
告

支
部
長

佐
々
木

澄
子

第
十
七
回
日
本
中
東
女
性
交
流

(
日

本
・
ヨ
ル
ダ
ン
・
エ
ジ
プ
ト
・
パ
レ
ス
チ

ナ
)

が
二
〇
〇
六
年
二
月
十
一
日
-
十
八

日
ま
で
東
京
と
岡
山
で
行
わ
れ
た
。

東
京
支
部
は
こ
れ
ま
で
J
A
U
W
中
東

女
性
交
流
と
の
共
催
講
演
会
(
講
師
山
口

み
つ
子
氏
、
塩
尻
和
子
氏
)

を
行
い
中
東

へ
の
関
心
を
高
め
て
来
た
が
、
二
月
十
三

日
津
田
塾
会
本
館
で
の
大
会
「
女
性
の
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
ー
技
術
・
職
業
教
育
」

に
参
加
し
た
。

今
年
度
、
東
京
支
部
は
調
査
研
究
と
し

て
二
〇
〇
三
年
度
全
国
セ
ミ
ナ
ー
で
発
表

さ
れ
た
「
東
京
都
の
子
育
て
支
援
の
実
態
」

(
I
C
T
を
使
っ
て
)

の
追
跡
調
査
を
行

い
、
二
年
後
に
ど
の
よ
う
な
変
化
・
進
歩

が
み
ら
れ
た
か
を
支
部
委
貝
参
加
の
十
数

回
の
集
ま
り
で
ま
と
め
て
き
た
。
そ
の
結

果
を
視
野
に
中
東
代
表
に
対
し
「
女
性
の

就
業
と
子
育
て
、
と
く
に
子
ど
も
た
ち
の

保
育
と
の
両
立
。
ま
た
公
的
な
子
育
て
支

援
策
の
現
状
と
支
援
シ
ス
テ
ム
の
情
報
開

示
の
現
状
」

に
つ
い
て
、
遠
藤
理
枝
会
員

が
支
部
代
表
と
し
て
質
問
し
、
日
本
と
中

東
各
国
と
の
違
い
を
知
る
と
共
に
お
互
い

の
理
解
も
深
め
た
。

ま
た
当
日
の
会
場
係
と
し
て
実
行
委
貝

は
勿
論
、
支
部
委
員
全
体
が
そ
れ
ま
で
の

準
備
を
含
め
的
確
に
行
動
し
、
大
会
の
運

営
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
成
功
裡
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
十
年
に
一
度
の
担
当

団
体
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
国
際
交
流
の

場
を
得
ら
れ
た
こ
と
は
、
非
常
に
得
難
い

経
験
で
あ
っ
た
。
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(
款
誹
.
日
本
.
中
東
女
性
器
)

(
.
〇
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・
1
 
0
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2
4
)

イ
ス
ラ
ム
法
と
女
性
の
自
立

講
師

塩
尻

和
子
氏

イ
ス
ラ
ー
ム
法
の
下
に
暮
ら
す
女
性
に

自
立
の
機
会
は
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
素

朴
な
疑
問
を
抱
え
て
出
席
し
た
私
た
ち

に
、
先
生
は
詳
し
い
レ
ジ
ュ
メ
を
用
意
し

て
、
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
て
く
だ
さ
っ

た
。
①
ィ
ス
ラ
ー
ム
法
と
は

②
ク
ル

ア
ー
ン
の
理
念
と
イ
ス
ラ
ー
ム
法
の
関
係

③
ィ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
女
性
の
現
状

④

女
性
の
役
割
。

イ
ス
ラ
ー
ム
法
(
シ
ャ
リ
ー
ア
)

は
、

人
間
の
行
為
全
般
に
わ
た
る
神
の
指
針
で

あ
り
、
戒
律
で
あ
る
。
そ
の
立
法
の
源
と

な
る
の
は
、
1
、
ク
ル
ア
ー
ン

(
永
遠
の

神
の
言
葉
)

2
、
ス
ン
ナ

(
預
言
者
ム
ハ

ン
マ
ド
の
生
前
の
言
行
録
ハ
デ
ィ
ー
ス
か

ら
得
ら
れ
る
知
識
)
3
、
イ
ジ
ユ
マ
ー
(
信

徒
の
見
解
の
一
致
、
現
実
に
は
法
学
者
の

見
解
の
一
致
)

4
、
キ
ヤ
ー
ス

(
法
学
者

に
よ
る
類
推
)

の
4
点
で
あ
る
。

ク
ル
ア
ー
ン
で
は
、
男
女
は
共
に
自
由
で

平
等
で
あ
り
、
正
義
の
た
め
に
戦
う
パ
ー

ト
ナ
ー
同
士
で
あ
る
。
天
国
で
禁
断
の
木

の
実
を
ロ
に
し
た
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
も
共
犯

者
と
し
て
楽
園
か
ら
追
放
さ
れ
、
そ
の
罪

も
追
放
と
い
う
罰
で
清
算
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
死
後

二
百
年
以
上
を
経
て
編
集
さ
れ
た
ハ
デ

ィ
ー
ス
で
は
、
原
初
の
女
性
(
ハ
ウ
ワ
ー
)

に
人
間
界
の
罪
を
負
わ
せ
、
女
性
を
理
性

と
倫
理
的
責
任
が
欠
如
し
た
無
知
な
存
在

と
し
て
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ス
ラ
ー

ム
が
体
制
化
し
て
い
く
課
程
で
、
女
性
に

は
婁
と
な
り
、
母
と
な
る
と
い
う
生
物
学

的
な
役
割
が
固
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
、
最
も
戒
律
の
さ
び
し
い
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
の
女
性
も
医
者
、
銀
行
家
、
投

資
顧
問
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
が
、
貧
富

の
差
が
大
き
い
国
や
地
域
が
多
く
、
富
裕

層
の
高
学
歴
の
女
性
が
、
貧
困
層
の
女
性

に
家
事
や
育
児
を
支
援
し
て
も
ら
い
キ
ャ

リ
ア
ウ
ー
マ
ン
と
し
て
働
い
て
い
る
。
貧

富
の
差
と
い
う
二
重
構
造
に
よ
っ
て
女
性

の
進
出
が
支
え
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

過
激
な
宗
教
復
興
運
動
や
急
速
な
近
代

化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
の
中
で
男
性
が

働
い
て
い
る
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
で
、
女
性

が
宗
教
的
、
伝
統
的
な
仕
事
で
役
割
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
た
い
。
す
ぼ

ら
し
い
理
念
と
苛
酷
な
現
実
。
日
本
の
女

性
に
も
、
別
な
側
面
か
ら
突
き
つ
け
ら
れ

て
い
る
共
通
の
問
題
が
あ
る
と
思
っ
た
。

(
福
田

文
子
)

女
に
サ
テ
ラ
イ
ト
少
年
は
恋
を
す
る
。
そ

し
て
そ
の
兄
は
予
知
能
力
を
持
つ
少
年
だ

っ
た
…
。

映
画
「
亀
も
空
を
飛
ぶ
」
を
見
て

イ
ラ
ク
戦
争
と
子
と
も
た
ち

(
於
・
岩
波
ホ
ー
ル
)

I
あ
ら
す
じ
-

二
〇
〇
三
年
春
。
イ
ラ
ク
北
部
ク
ル
デ

ィ
ス
ク
ン
地
方
。
子
ど
も
た
ち
は
り
-

ダ
ー
格
の
少
年
サ
テ
ラ
イ
ト
を
中
心
に
地

雷
を
掘
り
、
う
ま
い
駆
け
引
き
で
国
連
に

売
っ
て
生
活
費
を
稼
い
で
い
た
。
ア
メ
リ

カ
草
の
動
き
を
知
り
た
い
村
の
長
老
た
ち

は
衛
星
放
送
を
受
信
す
る
こ
と
を
思
い
つ

く
の
だ
が
自
分
た
ち
は
何
も
せ
ず
、
パ
ラ

ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
を
町
ま
で
買
い
に
行
く
の

も
そ
れ
を
建
て
る
の
も
子
ど
も
た
ち
で
あ

っ
た
。
英
語
が
わ
か
ら
な
い
の
で
ニ
ュ
ー

ス
を
受
信
し
て
も
何
の
役
に
も
立
た
な
か

っ
た
の
だ
が
。

あ
る
日
赤
ん
坊
を
連
れ
た
少
女
と
両
腕

の
な
い
そ
の
兄
が
難
民
と
し
て
村
に
や
っ

て
来
た
。
か
た
く
な
に
心
を
閉
ざ
し
た
少

こ
の
映
画
は
戦
争
で
荒
れ
た
イ
ラ
ク
の

地
で
た
く
ま
し
く
か
つ
助
け
合
っ
て
生
き

る
子
ど
も
た
ち
を
暖
か
い
ま
な
ざ
し
で
描

い
た
も
の
で
二
〇
〇
五
年
ベ
ル
リ
ン
映
画

祭
"
平
和
映
画
賞
へ

二
〇
〇
四
年
サ
ン
セ

バ
ス
チ
ャ
ン
映
画
祭
"
グ
ラ
ン
プ
リ
〃
な
ど

二
八
も
の
賞
を
得
て
い
ま
す
。

二・・・測

鶉輩を鶉も
鰹塑駐車車重亘三軍亨で甲望薗_ 鱒輸農

テ
レ
ビ
、
新

聞
な
ど
の
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
報
道

で
は
わ
か
ら
な

い
イ
ラ
ク
の
日

常
生
活
が
描
か

れ
、
大
人
の
視

点
に
立
つ
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
に
対

し
子
ど
も
に
と

っ
て
の
イ
ラ
ク

の
現
実
が
子
ど

も
の
目
線
で
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
イ
ラ
ク
の
子
ど
も
た

ち
の
生
き
る
力
に
幸
あ
れ
と
願
い
ま
す
。

空
の
青
さ
と
子
ど
も
た
ち
の
優
し
さ
が
印

象
に
残
り
ま
し
た
。

(
編
集
部
)

※
岩
波
ホ
ー
ル
の
チ
ケ
ッ
ト
は
事
務
所
で

扱
っ
て
い
ま
す
。

(
財
務
委
員
会
)
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ス
ー
ク
ー
ー
ー
ヤ
ン

四
姑
娘
の
お
花
畑

根
岸

愛
子

2
0
0
5
年
7
月
、
中
国
四
川
省
の
四

姑
娘
山
麓
の
ケ
シ
を
見
に
行
っ
た
。
講
師

と
ガ
イ
ド
を
含
め
て
1
2
人
、
そ
れ
だ
け
が

目
的
の
短
い

「
花
の
旅
」
だ
。

北
京
経
由
成
都
ま
で
飛
び
、
バ
ス
で
そ

の
日
の
内
に
パ
ン
ダ
の
保
護
地
区
で
有
名

な
臥
龍
に
入
り
1
泊
。
翌
日
巴
朗
山
の
峠

(
4
2
0
0
m
)
を
越
え
て
日
隆
(
3
2
0

0
m
)

ま
で
1
日
中
花
の
観
察
と
撮
影
を

楽
し
む
。
道
は
ほ
と
ん
ど
舗
装
さ
れ
、
ホ

テ
ル
も
思
っ
た
よ
り
快
適
で
高
山
病
に
も

か
か
ら
ず
無
事
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。

天
候
が
不
順
で
雨
が
多
い
と
こ
ろ
だ
が

幸
運
に
も
快
晴
に
め
ぐ
ま
れ
四
姑
娘
山

(
6
5
0
0
m
)
を
め
ぐ
る
山
々
の
雄
大
な

風
景
を
堪
能
し
た
。
臥
龍
付
近
の
渓
流
沿

い
の
道
で
は
僅
か
な
畑
に
キ
ャ
ベ
ツ
や
白

菜
が
転
が
り
、
シ
モ
ツ
ケ
や
ガ
ク
ア
ジ
サ

イ
が
自
生
し
て
い
て
日
本
を
思
わ
せ
る
。

登
る
に
つ
れ
て
針
葉
樹
が
多
く
な
る
が
、

こ
ち
ら
の
カ
ラ
マ
ツ
は
枝
が
垂
れ
て
い
て

興
味
深
か
っ
た
。
さ
ら
に
登
る
に
つ
れ
、

視
界
が
開
け
、
四
姑
娘
が
姿
を
現
す
。
快

晴
の
青
空
に
、
氷
に
環
わ
れ
た
山
が
夢
の

よ
う
に
浮
か
び
感
動
し
た
。

山は朝の光に輝く四姑娘山

鰻影・根岸 愛子

(
東
京
支
部
主
催
見
学
会
)(

.
〇
5
・
6
・
埜

日
本
銀
行
(
旧
館
本
館
)
見
学
会

片
柳

洋
子

お
目
当
て
の
ケ
シ

(
メ
コ
ノ
ブ
シ
ス
)

は
5
種
類
も
見
る
こ
と
が
で
き
て
大
満

足
。
青
だ
け
で
な
く
、
黄
、
赤
、
紫
も
あ

り
、
一
度
に
こ
ん
な
に
見
ら
れ
た
の
は
幸

運
だ
っ
た
。
次
に
多
い
の
は
サ
ク
ラ
ソ
ウ
。

白
、
黄
、
ピ
ン
ク
、
濃
い
ピ
ン
ク
、
紫
と

多
彩
だ
。
シ
オ
ガ
マ
、
フ
ウ
ロ
、
ア
ツ
モ

リ
ソ
ウ
な
ど
日
本
の
高
山
地
帯
で
よ
く
見

る
花
も
多
い
。
私
の

「
花
の
原
生
地
を
訪

ね
る
世
界
の
旅
」
は
尽
き
な
い
。

ト
イ
レ
に
な
っ
て
い
る
馬
小
屋
も
そ
の
面

影
を
残
し
て
い
る
。

地
下
金
庫
の
英
、
米
、
目
梨
の
三
つ
の

重
々
し
い
扉
、
そ
の
地
下
金
庫
か
ら
二
階

総
裁
室
に
至
る
八
角
形
の
部
屋
、
総
裁
室

の
ド
ー
ム
型
天
井
、
英
国
か
ら
取
り
寄
せ

た
二
階
へ
の
階
段
、
そ
し
て
二
階
廊
下
に

飾
ら
れ
た
歴
代
二
十
九
名
の
総
裁
の
姿
、

す
べ
て
が
案
内
嬢
の
流
暢
な
説
明
も
相
ま

っ
て
興
味
深
か
っ
た
。

福
井
俊
彦
現
総
裁
が
、
我
が
出
身
高
校

の
大
先
輩
で
あ
る
こ
と
が
、
一
層
の
興
味

を
持
っ
た
一
因
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。

黄
色
い
ケ
シ
(
メ
コ
ノ
ブ
シ
ス
・
イ
ン
チ
ク

リ
フ
ォ
リ
ア
)
撮
影
・
根
岸

愛
子

当
日
小
雨
に
も
拘
わ
ら
ず
、
見
学
会
は

四
十
八
名
も
の
参
加
で
行
わ
れ
た
。

ベ
ル
ギ
ー
の
中
央
銀
行
の
建
物
を
手
本

に
し
た
ネ
オ
バ
ロ
ッ
ク
建
築
の
本
館
は
、

江
戸
時
代
の
金
座
跡
に
建
て
ら
れ
、
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
一
階
の
営
業

部
分
は
昭
和
四
十
四
年
、
地
下
金
庫
は
平

成
十
六
年
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
そ
う
だ
。

日
本
全
銀
行
の
取
り
ま
と
め
役
、
日
本

の
経
済
健
全
化
の
為
の
金
融
政
策
実
施
、

お
札
発
行
等
等
の
日
銀
の
仕
事
内
容
へ
の

興
味
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
建
物
本
体
が

歴
史
を
刻
み
、
見
学
に
値
す
る
。

中
庭
は
、
昔
お
客
が
馬
車
で
お
金
を
運

ん
で
い
た
た
め
、
そ
の
荷
の
樟
み
下
ろ
し

に
利
用
さ
れ
、
馬
の
水
飲
み
場
や
、
今
は
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(
.
〇
5
・
9
・
召

薩
摩
琵
琶
と
二
十
五
絃
挙
の
会

講
師

荒
井

端
水
氏

美
帆
氏

九
月
二
十
七
日
に
薩
摩
琵
琶
と
二
十
五

鮫
等
の
会
が
津
田
ホ
ー
ル
二
階
で
開
か
れ

ま
し
た
。
多
数
の
会
員
が
出
席
さ
れ
、
演

奏
者
は
荒
井
靖
水
氏
、
荒
井
美
帆
氏
ご
夫

妻
で
し
た
。
端
水
氏
は
六
歳
か
ら
祖
父
中

谷
裳
水
、
母
荒
井
姿
水
に
薩
摩
琵
琶
を
習

い
、
洗
足
学
園
音
楽
大
学
卒
業
後
は
、
古

典
と
現
代
邦
楽
を
中
心
に
他
ジ
ャ
ン
ル
と

の
競
演
な
ど
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
美
帆

氏
は
七
歳
か
ら
筆
、
二
十
五
綾
等
、
三
鮫

を
師
事
、
二
十
二
歳
で
生
田
流
等
曲
の
師

範
免
状
を
取
得
し
、
立
教
大
学
の
日
本
文

学
科
卒
業
後
、
後
進
の
指
導
や
ほ
か
の
邦

楽
と
の
競
演
な
ど
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

演
目
は
「
春
宵
」
「
平
家
物
語
-
壇
ノ
浦
」

「
忘
れ
水
」
の
三
曲
で
し
た
。
「
平
家
物
語
」

は
昔
な
が
ら
の
語
り
と
琵
琶
の
演
奏
で
し

た
。
「
春
宵
」
と
「
忘
れ
水
」
は
ご
夫
妻
の

作
品
で
、
薩
摩
琵
琶
と
二
十
五
絃
筆
の
合

奏
曲
で
し
た
。
二
十
五
絃
筆
は
音
域
を
広

げ
た
等
で
す
。
「
春
宵
」
は
、
玄
宗
皇
帝
と

楊
貴
妃
の
恋
と
そ
の
後
を
表
現
し
た
曲

で
、
「
忘
れ
水
」
は
、
野
中
に
人
知
れ
ず
絶

え
絶
え
に
流
れ
る
水
の
物
悲
し
さ
と
力
強

さ
を
表
現
し
た
曲
で
す
。
ア
ン
コ
ー
ル
は

坂
本
龍
一
氏
作
曲
「
戦
場
の
メ
リ
ー
・
ク

リ
ス
マ
ス
」
で
し
た
。
若
い
ご
夫
妻
の
清
々

し
い
演
奏
を
聴
け
て
、
楽
し
い
午
後
の
一

時
と
な
り
ま
し
た
。

(
安
広
ふ
じ
子
)

寵
弼
誓
催

(
.
〇
5
・
1
2
・
1
0
)

創
薬
基
礎
科
学
に
む
け
た
有
機
化
学

⊥
く
す
り
」
は
ど
の
よ
う
に
創
ら
れ
る
の
か
-

講
師

中
川

昌
子
氏

平
成
十
六
年
十
二
月
十
日
(
土
)
の
午

後
、
十
四
時
か
ら
約
二
時
間
に
わ
た
り
、

科
学
研
究
奨
励
委
員
会
・
東
京
支
部
・
お

茶
の
水
女
子
大
学
の
共
催
で
、
第
五
回
自

然
科
学
講
演
会
が
お
茶
の
水
女
子
大
学
理

学
部
会
議
室
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
銀
杏

の
大
木
が
冬
の
陽
光
に
映
え
、
足
元
は
黄

金
の
絨
毯
を
敷
き
詰
め
た
よ
う
な
美
し
い

キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
る
。

今
回
の
講
師
は
科
学
研
究
奨
励
委
員
会

委
員
の
中
川
昌
子
先
生
。
永
年
千
葉
大
学

薬
学
部
で
教
育
・
研
究
に
尽
く
さ
れ
、
現

在
も
神
奈
川
大
学
に
お
い
て
精
力
的
に
後

進
の
指
導
に
あ
た
っ
て
お
ら
れ
る
先
生
の

ご
講
演
は
大
変
迫
力
の
あ
る
も
の
だ
っ

た
。
「
く
す
り
」
は
私
達
の
生
活
の
中
で
ご

く
身
近
な
も
の
で
あ
り
、
時
に
は
非
常
に

重
要
な
役
割
を
果
た
す
が
、
な
ぜ
効
く
の

か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
創
ら
れ
る
の
か
、

薬
が
生
ま
れ
る
背
景
に
は
ど
ん
な
科
学
が

あ
る
の
か
な
ど
、
あ
ま
り
注
意
を
払
わ
ず

に
服
用
し
て
い
る
。
ご
講
演
は
ま
ず
薬
の

歴
史
を
た
ど
り
、
天
然
物
(
動
植
鉱
物
)

か
ら
病
気
の
治
癒
に
役
立
つ
も
の
を
探
し

出
し
て
記
録
に
と
ど
め
た
中
国
の

「
神
農

本
革
経
」

の
話
、
天
然
物
か
ら
有
効
な
成

分
を
抽
出
し
た
十
九
世
紀
の
創
業
の
始
ま

り
、
さ
ら
に
効
果
を
増
強
し
副
作
用
を
低

減
す
る
化
合
物
の
開
発
な
ど
化
学
の
努
力

を
概
観
さ
れ
た
。
薬
の
歴
史
は
同
時
に
病

原
研
究
の
歴
史
で
も
あ
る
。
病
気
は
古
く

は
悪
霊
の
仕
業
と
さ
れ
た
が
、
十
九
世
紀

に
入
り
病
気
と
そ
の
対
処
の
研
究
が
急
速

に
進
ん
だ
。
パ
ス
ツ
ー
ル
や
コ
ツ
ホ
ら
に

よ
り
病
原
性
微
生
物
の
存
在
が
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
、
薬
を
め
ぐ
る
合
成
化
学
の

技
術
が
急
速
に
発
展
し
て
各
種
の
新
薬
が

開
発
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
遺
伝
子
工

学
の
発
展
に
よ
り
病
原
に
対
処
す
る
だ
け

で
な
く
各
個
人
の
病
気
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

考
慮
し
た
創
薬
が
研
究
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
副
菜
基
礎
科
学
の
著
し
い
進
展
の

現
状
を
話
さ
れ
た
。
ご
講
演
で
は
こ
の
よ

う
な
研
究
の
発
展
を
支
え
て
い
る
薬
学
教

育
の
現
状
に
つ
い
て
も
ふ
れ
ら
れ
た
。
実

験
を
伴
う
教
育
は
、
教
育
効
果
を
上
げ
る

た
め
に
も
安
全
教
育
の
た
め
に
も
充
実
し

た
設
備
が
望
ま
れ
る
が
現
状
は
決
し
て
満

足
な
も
の
で
は
な
い
由
。
薬
学
卒
業
生
の

多
く
が
企
業
・
研
究
施
設
で
発
展
著
し
い

創
薬
基
礎
科
学
に
従
事
し
て
お
り
、
女
子

学
生
が
一
時
的
に
仕
事
を
離
れ
で
も
専
門

性
を
生
か
し
て
復
帰
し
活
躍
し
て
い
る
様

子
を
話
さ
れ
、
心
強
い
思
い
で
あ
っ
た
。

(
平
川
暁
子
)
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(
耶
・
1
2
・
1
)

「
目
は
口
ほ
ど
に
も
の
を
言
う
」

講
師

山
森

直
子
氏

人
間
の
日
の
虹
彩

(
黒
目
)

は
、
指
紋

最
近
で
は
一
部
の
大
学
や
医
院
、
ボ
ー

リ
ン
グ
場
に
も
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
も
っ
と
身
近

か
な
も
の
に
な
り
気
軽
に
利
用
す
る
事
が

出
来
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
体
調
の
チ
ェ
ッ

ク
や
就
職
の
時
の
役
に
立
つ
事
も
多
く
な

る
事
で
し
ょ
う
。

た
か
が
目
ん
玉
、
さ
れ
ど
目
ん
玉
で
す
。

私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
に

入
り
ま
せ
ん
か
了

と
同
じ
様
に
一
人
一
人
違
っ
て
お
り
、
個

人
の
特
定
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
又
足
の

裏
の
っ
ぽ
の
様
に
、
場
所
に
よ
っ
て
全
身

㌢
…
章
人
言

(
森
川
淳
子
)

の
肉
体
的
、
精
神
的
状
態
を
表
し
て
い
る

と
の
事
で
す
。
今
回
は
主
に
後
者
の
話
で

し
た
。

虹
彩
に
光
を
当
て
て
、
瞳
孔
の
績
む
時

間
、
戻
る
時
間
で
そ
の
人
の
ス
ト
レ
ス
度

が
分
か
り
、
左
脳
、
右
脳
の
働
き
も
分
か

る
事
か
ら
本
来
の
性
格
が
分
か
り
、
職
業

選
択
の
参
考
に
す
る
事
が
出
来
る
、
ド
ラ

ッ
グ
の
使
用
の
有
無
の
検
査
に
も
利
用
す

る
事
が
出
来
る
と
の
事
で
し
た
。
あ
の
小

さ
い
虹
彩
の
中
に
そ
れ
だ
け
の
情
報
が
隠

さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
鷲
さ
で
し
た
。

お
話
を
伺
い
な
が
ら
一
人
ず
つ
検
査
を

し
て
頂
き
、
あ
ら
ス
ト
レ
ス
度
が
高
い
わ

と
か
意
外
と
低
か
っ
た
わ
と
か
、
今
の
体

調
は
こ
う
で
す
か
ら
大
事
に
し
て
下
さ
い

と
か
、
隠
さ
れ
て
い
た
性
格
、
向
い
て
い

る
仕
事
と
か
指
摘
さ
れ
、
納
得
す
る
事
も

多
か
っ
た
様
で
し
た
。

「
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
会
」

山
崎

邦
子

早
春
の
ま
だ
外
は
寒
い
時
期
に
、
事
務

所
の
一
室
は
春
の
花
の
色
香
に
包
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
に
は

リ
ー
ス
を
作
る
樅
の
葉
の
香
り
で
一
杯
に

な
り
ま
す
。

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
サ
ー
ク
ル
は
六

年
前
に
、
東
京
支
部
の
会
見
の
親
睦
と
支

部
の
活
動
資
金
調
達
の
一
助
に
な
れ
ば

と
、
河
井
尚
子
会
貝
を
講
師
に
始
め
ら
れ

今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

毎
月
第
三
火
曜
日
の
一
時
半
よ
り
メ
ン

バ
ー
が
集
ま
り
、
講
師
の
説
明
を
聞
き
思

い
お
も
い
に
お
花
を
活
け
は
じ
め
ま
す
。

出
来
上
が
り
は
十
人
十
色
。
同
じ
花
村
で

も
、
そ
れ
ぞ
れ
趣
の
違
っ
た
形
に
仕
上
が

り
ま
す
。
そ
れ
に
講
師
の
適
切
な
ア
ド
バ

イ
ス
と
助
け
が
加
わ
り
ぐ
っ
と
見
栄
え
の

す
る
も
の
に
な
る
か
ら
不
思
議
で
す
。
最

後
に
皆
で
お
互
い
の
作
品
を
鑑
賞
す
る
の

も
楽
し
い
一
時
で
す
。

毎
回
出
会
う
季
節
の
い
ろ
い
ろ
な
お
花

に
癒
さ
れ
、
メ
ン
バ
ー
達
の
明
る
い
笑
い

声
や
言
葉
の
や
り
と
り
に
人
と
の
幹
が
広

が
り
ま
す
。

更
に
、
お
花
を
素
材
に
そ
れ
ぞ
れ
が
試
行

錯
誤
し
て
デ
ザ
イ
ン
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

脳
細
胞
の
活
性
化
に
繋
が
る
そ
う
で
す
。

お
花
が
好
き
な
方
、
お
花
を
家
に
飾
り
た

い
方
、
私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
に
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
せ
ん
か
。
い
つ
で
も
大
歓
迎
で
す
。

「
i
i
.
i
.
i
.
i
.
i
.
i
.
i
“
i

i
会
貝
増
加
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い

一
束
京
支
部
の
会
員
が
減
少
し
て
お

高
需
轟
へ
の
勧

東
京
支
部
主
催
の
行
事
・
講
演

三
高
.
見
学
会
.
†
ク
ル
に
お
誘
い

一
く
だ
さ
い
。

「
i
i
.
I
.
-
.
I
.
I
.
I
.
I
.
-
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(7)第39号

新
春
の
集
い

国
内
奨
学
金
贈
呈
式

(
.
〇
6
・
1
・
1
)

松
納
め
の
一
月
七
日
、
「
新
春
の
つ
ど

い
」
が
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ

た
。
若
い
優
秀
な
才
能
の
支
え
と
な
る
こ

と
で
「
明
る
い
気
持
ち
で
新
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
」
と
語
ら
れ
た
今
井
会
長

の
挨
拶
に
続
き
、
二
〇
〇
五
年
度
国
内
奨

学
金
贈
呈
式
が
行
な
わ
れ
た
。

受
賞
者
は
一
般
奨
学
生
六
名
(
内
ル

ル
・
ホ
ー
ム
ズ
奨
学
生
一
名
)
、
安
井
医
学

奨
学
生
一
名
、
社
会
福
祉
奨
学
生
二
名
の

計
九
名
。
こ
の
内
七
名
が
出
席
さ
れ
、
昨

今
の
厳
し
い
世
相
の
中
に
あ
っ
て
も
、
目

的
を
つ
か
ん
だ
力
強
い
ス
ピ
ー
チ
は
明
る

い
未
来
を
予
感
さ
せ
た
。

い
ず
れ
の
テ
ー
マ
も
、
日
本
が
今
必
要

性
に
迫
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
「
日
本

人
移
民
・
日
系
人
に
と
っ
て
の
「
国
家
」

の
研
究
」
「
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
コ
コ

美
術
の
挿
絵
画
家
の
研
究
」
「
ブ
ラ
ジ
ル
の

ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
支
援
を
国
際
福

祉
の
視
点
で
見
る
」
「
十
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
社
会
状
況
と
シ
ョ
パ
ン
の
創
作
活
動
と

の
関
係
」

の
四
テ
ー
マ
は
国
際
化
。
そ
し

て
「
震
書
分
析
法
の
研
究
」
「
薬
物
依
存
治

療
薬
の
開
発
」
「
パ
ル
ツ
磁
気
刺
激
法
の
研

究
」

の
三
テ
ー
マ
は
耐
震
と
健
康
。

社
会
福
祉
奨
学
生
の
大
嶋
か
ず
路
さ
ん

は
、
受
賞
の
知
ら
せ
を
取
材
中
の
パ
リ
で

受
け
取
っ
た
時
の
、
驚
き
と
喜
び
と
責
任

感
と
を
熱
く
語
ら
れ
た
。

春
の
訪
れ
を
思
わ
せ
る
、
澄
み
切
っ
た

音
が
対
話
す
る
よ
う
な
穎
川
晴
子
さ
ん
の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
佐
藤
千
住
さ
ん
の
ピ
ア

ノ
の
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
で
ホ
ッ
と
一
息
。

「
「
す
べ
て
の
人
に
学
ぶ
機
会
を
」
そ
の

言
葉
は
光
で
し
た
」
-
こ
れ
は
会
場
で
配

ら
れ
た
「
未
来
に
向
か
っ
て
翔
ぶ
」
(
社
会

福
祉
奨
学
生
の
手
記
)

の
一
文
で
あ
る
。

息
を
呑
む
ほ
ど
の
感
銘
を
受
け
、
改
め
て

こ
の
事
業
の
意
義
を
か
み
し
め
た
。

(
桑
折

美
子
)

※
こ
の
奨
学
金
の
一
部
と
し
て
東
京
支
部

か
ら
十
万
円
を
寄
付
し
て
い
ま
す
。

「
、
●
、
.
.
-
、
●
.
-
.
●
.
●
、
-
、
-
、
●
.
-
.
●
、
●
、
-
.
-
.
●
、
.
の

す
I
ク
ル
紹
介
叫

一
.
.
-
.
.
.
-
.
.
.
.
.
.
.
●
.
-
.
●
.
.
.
-
.
!
-
.
.
.
-
.
.
.
」

●
英
語
講
座

・
第
一
・
第
三
金
曜
日午

前
十
時
̃
十
二
時

・
大
久
保
地
域
セ
ン
タ
ー
三
階

・
講
師
・
松
本
節
也
元
法
政
大
学
教
授

「
さ
し
絵
入
り
英
国
史
を
講
読
中
。

講
師
に
よ
る
詳
細
な
訳
註
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
用
の
テ
ー
プ
、
参
考
資
料
を
も
と
に

斡
読
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
を
若
干
名
募
集
中
で
す
。

・
連
絡
先
・
中
山
正
子

(
書
〇
四
五
-
五
四
一
-
二
四
八
一
)

●
楽
し
い
俳
句
会

・
第
三
水
曜
日

午
後
一
時
半
-
三
時
半

・
J
A
U
W
事
務
所
会
議
室

・
諦
師
・
柴
崎
宮
子
会
貝

柴
崎
先
生
の
熱
心
な
ご
指
導
の
も
と
楽

し
く
俳
句
を
作
っ
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
を
若
干
名
募
集
中
で
す
。

・
連
絡
先
・
小
池
朋
子

(
種
〇
四
五
-
九
〇
二
-
九
七
三
〇
)

●
源
氏
物
語
を
読
む
会
(
I
)

・
第
三
・
第
四
水
曜
日

午
前
十
時
半
-
十
二
時
半

・
津
田
塾
大
学
同
窓
会
・
会
議
室

・
講
師
・
坂
上
栄
美
子
会
貝

「
御
法
」
の
巻
を
読
ん
で
い
ま
す
。

も
う
す
ぐ
「
宇
治
十
帖
」
に
入
り
ま
す
。

若
干
名
募
集
中
で
す
。

●
連
絡
先
・
平
田
宏
子

(
魯
〇
四
-
七
一
四
三
-
一
五
七
三
)

●
源
氏
物
語
を
読
む
会
(
Ⅱ
)

●
第
二
・
三
・
四
火
曜
日

午
前
十
時
̃
十
二
時

・
津
田
塾
大
学
同
窓
会
・
会
議
室

・
講
師
・
坂
上
栄
美
子
会
貝

「
柏
木
」
の
巻
を
読
ん
で
い
ま
す
。

・
連
絡
先
・
中
山
律
子

(
書
〇
三
-
三
三
三
六
-
四
六
二
八
)

●
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

●
第
三
火
曜
日

午
後
一
時
半
̃
三
時
半

・
J
A
U
W
事
務
所
会
議
室

・
講
師
・
河
井
尚
子
会
員

初
心
者
歓
迎
、
お
花
と
向
き
合
う
時
間

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

若
干
名
、
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

●
連
絡
先
・
山
崎
邦
子

(
露
〇
四
五
-
八
八
一
-
九
〇
〇
二
)

☆
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
た
め
に
、

ど
の
サ
ー
ク
ル
も
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

く
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
余
裕
が
あ

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
入
会
希

望
の
方
は
、
係
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
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萱
蔓
部
総
会
の
霜
ら
せ

・
四
月
十
五
日
(
土
)
一
時
̃
二
時

・
津
田
ホ
ー
ル
内
会
議
室

・
諦
念
講
演

二
時
半
̃
四
時

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
叩
き
の
背
後
に
は

-
子
育
て
支
援
策
の
視
点
か
ら
ー

講
師

藤
原

房
子
氏
/
評
論
家

【
講
師
紹
介
】

消
費
者
・
女
性
問
題
な
ど
多
方
面
で
活
躍

中
の
評
論
家
。
東
京
女
子
大
学
卒
業
後
、

日
本
経
済
新
聞
社
に
初
代
女
性
記
者
と
し

て
入
社
。
社
会
部
、
編
集
局
・
婦
人
家
庭

部
を
経
て
鎚
年
退
職
。
前
㈱
日
本
女
性
学

習
財
団
理
事
長
。

著
書
は
多
数
で
「
手
の
智
恵
」
で
は
第
一

回
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
を
受
賞
。
そ
の
他

「
大
き
な
歯
車
の
は
ぎ
ま
で
-
教
育
が
残

し
得
た
も
の
」
ド
メ
ス
出
版
、
「
母
の
台
所

娘
の
キ
ッ
チ
ン
」
新
潮
社
等
。

-
自
治
体
が
子
育
て
支
援
策
に
関
心
を
向

け
て
い
ま
す
。
理
念
は
と
も
か
く
具
体
的

に
は
、
従
来
の
性
別
役
割
分
業
へ
の
拘
り

や
、
労
働
力
不
足
へ
の
対
応
な
ど
矛
盾
す

る
要
素
を
は
ら
み
な
が
ら
、
施
策
を
ど
う

生
か
せ
る
か
が
課
題
で
す
。
そ
こ
に
ジ
ェ

ン
ダ
ー
へ
の
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
が
重
な
る

の
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
I
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

大学婦人協会「名称変更」アンケートの結果をお知らせいたします。

(会員4醜名に発送。回答は163名で回収率36%)

賛成………………95名(59%)

反対………………41名(25%)

どちらでもない…27名(16%)

(どちらでも良いを含む)

☆主なる意見をまとめ、本部に報告しました。

東京支部委員会

2005年度東京支部新入会貝(敬称略) (2鵬年l月現在)

氏 名 出身校 氏 名 出身校 

嬉 川 芳 子 日女・東工院 小 館 和 子 日 女 

糸 多 郁 子 津 ・ 院 高 梨 趨 子 和洋・筑院 
稲 田 美 恵 大 女 土信田 純 子 共 女・院 
大 竹 麻衣子 東外・津院 中 間 美砂子 茶 ・ 尊 

片 山 怜 子 茶 ・ 院 中 村 昌 美 磨 ・ 院 

冠 木 敦 子 痩 ・ 院 沼 上 芳 子 実 

久保田 紀久根 茶 ・ 院 樋 田 要 江 奈 女 

熊 坂 弘 子 昭 薬・庇 松 嶋 由紀子 津・一橋院 
紅 林 みのり 大 女 

謹 弔(敬称暗)

氏 名 出身校 
永 峰 す み 聖 2飢鳩年11月81「ご逝去 

荒 井 佐恵子 聖・ツルボンヌ 2α職年12月8目 ご逝去 

田 律 子 津 2005年4月11日 ご逝去 

※
諦
念
講
演
に
は
会
員
外
の
方
も
多
数
お

誘
い
下
さ
い
。
参
加
費
無
料
。

※
総
会
の
お
知
ら
せ
は
別
途
郵
送
致
し
ま

す
。

★
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

熊
切
宮
子
氏

住
友
千
代
子
氏

源
氏
物
語
を
読
む
会
(
I
)

源
氏
物
語
を
読
む
会
(
Ⅱ
)

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

楽
し
い
俳
句
会

英
語
講
座

五 一 一 五 五 五
一

千万万万万千万
円円 円円 円円 円

★
寄
付
し
ま
し
た
。

国
内
奨
学
金

十
万
円

国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所

五
万
円

★
会
費
納
入
の
お
願
い

会
費
未
納
の
方
は
、
用
紙
の
裏
の

「
払

い
込
み
の
ご
案
内
」
を
参
照
の
上
、
早

め
に
お
振
り
込
み
下
さ
い
。

★
住
所
変
更
な
ど
の
ご
連
絡
は
事
務
所
ま

で
お
願
い
致
し
ま
す
。

★
使
用
す
み
の
切
手
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
な
ど
事
務
所
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

(
編
集
後
記
)

弥
生
三
月
旅
立
ち
の
季
節
、
皆
様
の
御

協
力
で
3
9
号
を
無
事
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
会
員
の
御
一
人
御
一
人
に
春

が
訪
れ
ま
す
よ
う
に
。

と
も
し
び
三
九
号

発
行
日

二
〇
〇
六
年
三
月
一
日

発
行
社
団
法
人
大
学
婦
人
協
会
東
京
支
部

編
集
と
も
し
び
係

〒
肌
冊
新
宿
区
左
門
町
十
一
番
六
i
一
〇
一

周
〇
三
∴
三
五
八
-
二
八
八
二

印
刷
タ
ナ
カ
印
刷
㈱

鳳
〇
二
・
三
三
五
八
二
一
八
八
九


